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花
火
を
楽
し
む
夕
べ

今
年
度
の
病
棟
「
花
火
を
楽
し
む
夕
べ
」

は
台
風
の
影
響
で
、
八
月
八
日
の
分
が
二
十

九
日
に
延
期
と
な
り
、
十
五
日
、
二
十
二
日
、

二
十
九
日
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
予
備
日
で
し
た
の
で
縮
小
す

る
予
定
で
い
ま
し
た
が
、
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
が
あ
り
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
の
規
模
で

実
施
で
き
ま
し
た
。
例
年
よ
り
も
若
干
火
力

の
強
い
噴
水
花
火
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
興
奮
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

通
所
は
八
月
十
七
日
と
二
十
四
日
の
金
曜

日
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
十
七
日
は
強
風
で

し
た
の
で
打
ち
上
げ
花
火
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
乳
幼
児
の
ご
家
族
も
多
く
参
加
さ

れ
と
て
も
賑
わ
い
の
あ
る
花
火
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
花
火
大
会
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ま

す
が
、
少
し
ず
つ
内
容
を
変
え
な
が
ら
夏
の

風
物
詩
と
し
て
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
（
療
育
部
）

花火に大興奮！

今年の噴水花火は迫力満点！

（
写
真
右
）
花
火
の
前
に
み
ん
な
で

太
鼓
を
叩
き
ま
し
た
！

手つなぎ花火♪

花火に夢中♪



地
域
療
育
支
援
室
は
文
字
通
り
地
域
支
援

を
目
的
と
し
て
、
地
域
療
育
支
援
係
（
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
心
理
）
と
通
所
係

（
看
護
師
、
生
活
支
援
員
）
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
開
設
か
ら
の
十
二
年

間
は
、
特
に
福
祉
制
度
の
変
化
も
大
き
く
施

設
中
心
か
ら
地
域
へ
と
い
う
流
れ
の
中
で
、

入
所
さ
れ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

障
害
を
も
た
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
社
会

的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
発
達
障
害
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
増
加
、
虐
待
等
の
問
題
の

最
前
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

○

発
達
障
害
児
へ
の
対
応

セ
ン
タ
ー
の
初
診
の
七
割
以
上
の
方
は
自

閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
い
わ
れ

る
発
達
障
害
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
正
確
な

診
断
、
そ
し
て
そ
の
後
の
支
援
を
考
え
る
上

で
も
、
学
校
や
保
育
園
等
か
ら
、
情
報
収
集
、

評
価
、
診
断
と
い
う
一
連
の
シ
ス
テ
ム
で
支

援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
情
報
収
集
、
心
理
等
が
中
心

に
な
り
評
価
し
て
、
学
校
等
に
評
価
結
果
や

対
応
方
法
の
助
言
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
抵
抗
が
あ
り
、
学

校
に
は
内
緒
で
受
診
し
た
い
、
学
校
現
場
で

も
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
の
介
入
に
抵
抗
が

あ
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
的
変
化

や
、
的
確
な
診
断
や
心
理
等
の
ス
タ
ッ
フ
の

具
体
的
な
助
言
等
の
受
診
の
効
果
が
大
き
く

評
価
さ
れ
、
受
診
希
望
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
学
校
と
の
連
携
を
一
歩
進

め
、
昨
年
度
よ
り
特
別
支
援
教
室
（
通
級
）

の
先
生
方
と
合
同
研
修
と
い
う
形
で
お
互
い

に
学
び
合
え
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○

通
所
施
設
と
地
域
施
設
と
の
連
携

成
人
の
生
活
介
護
の
通
所
で
は
、
開
設
当

初
よ
り
周
辺
の
区
の
福
祉
課
や
地
域
の
生
活

介
護
の
通
所
施
設
と
連
絡
会
を
開
催
し
て
、

お
互
い
の
情
報
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
の
要
望
を
踏
ま
え
て
研
修
や
、
地
域

通
所
ス
タ
ッ
フ
の
医
療
的
ケ
ア
の
実
習
等
を

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
地
域
施
設
で
は
看

護
師
が
少
数
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

通
所
看
護
師
へ
の
相
談
や
情
報
交
換
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
更
に
、
セ
ン

タ
ー
の
医
師
が
巡
回
で
施
設
を
回
っ
て
生
活

介
護
で
の
医
療
的
ケ
ア
の
支
援
に
発
展
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の

通
所
の
利
用
者
の
方
の
中
で
も
医
療
的
ケ
ア

が
安
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
併
用
で
地
域
の

通
所
施
設
も
利
用
し
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
医

療
的
ケ
ア
の
管
理
を
し
て
、
地
域
通
所
施
設

で
は
セ
ン
タ
ー
で
は
出
来
な
い
よ
う
な
行
事

等
の
様
々
な
経
験
が
で
き
て
い
ま
す
。
双
方

の
施
設
の
職
員
が
日
常
的
に
情
報
交
換
す
る

よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
施
設
で
状
態
の
安
定
し
な
い
方
を
、
セ

ン
タ
ー
の
通
所
で
新
た
に
受
け
入
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
卒
業
後
の
進
路
先

は
固
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
部
地
域
で
は

状
況
に
応
じ
て
相
方
向
に
利
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
通
所
の
成
人
定
員
三
十
名
を

四
十
四
名
の
方
が
利
用
さ
れ
、
今
後
も
卒
業

生
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
利
用

人
数
の
増
加
は
地
域
で
の
連
携
や
ご
家
族
の

協
力
に
よ
っ
て
も
課
題
が
解
決
で
き
な
い
厳

し
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○

短
期
入
所

在
宅
生
活
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
短
期

入
所
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
平
成
二
十
九
年

度
は
延
べ
一
〇
二
七
名
の
方
が
利
用
さ
れ
、

そ
の
内
、
延
べ
四
百
九
十
七
名
の
方
が
人
工

呼
吸
器
を
利
用
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
重

症
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

療
育
支
援
室
は
そ
の
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
緊
急
ケ
ー
ス
を
可

能
な
限
り
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
家

族
の
窮
状
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
理
解
し
、
素

早
く
協
力
で
き
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
誇
れ
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
の
様
々
な
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

や
ご
家
族
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
シ
ス
テ
ム

が
構
築
で
き
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
て
き
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
内
で
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
て
業
務
を
進
め
る
に
も
、
地

域
の
実
情
を
理
解
し
地
域
機
関
か
ら
信
頼
を

得
る
に
も
、
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
り
、

公
務
員
の
異
動
サ
イ
ク
ル
で
は
な
く
、
指
定

管
理
事
業
所
の
職
員
と
し
て
、
業
務
を
継
続

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
今
後
も
社

会
の
変
化
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
対
応
す
る
姿

勢
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
療
育
支
援
室

は
そ
の
中
で
、
利
用
者
を
中
心
に
し
な
が
ら
、

社
会
の
変
化
に
応
じ
て
新
し
い
考
え
方
を
導

入
し
な
が
ら
、
役
割
を
追
求
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

地
域
と
共
に

地
域
療
育
支
援
室
室
長

堀
江

久
子



平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日(

金)

二
十

九
日(

土)

の
二
日
間
、
岩
崎
裕
治
副
院
長
を

会
長
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
が
主
管
し
、
上
記

学
会
学
術
集
会
を
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀(

江

戸
川
区)

で
開
催
し
ま
し
た
。
岩
崎
会
長
に

よ
る｢

高
度
医
療
と
療
育｣

と
題
す
る
大
会
テ
ー

マ
を
冠
し
た
会
長
講
演
に
続
き
、
特
別
講
演

一
題
、
教
育
講
演
三
題
、
教
育
セ
ミ
ナ
ー
四

題
、
人
工
呼
吸
器
、
看
護
の
専
門
性
を
掲
げ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
件
、
一
般
演
題
二
百
九

十
七
題
、
看
護
研
究
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
五
題
と
多
彩
か
つ
有

意
義
な
講
演
、
報
告
が
続
き
ま
し
た
。

二
十
九
日
午
後
に
は
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ケ
ア･

プ
ラ
ニ
ン
グ
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
―
、
映
画
上
映
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
学
術
集
会
で
は
重
症
心
身
障

害
医
療
・
療
育
に
関
わ
る
者
と
し
て
職
種
に

よ
ら
ず
知
り
た
い
、
考
え
た
い
、
共
有
し
た

い
内
容
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
具
現
化
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
熱
い
思
い

の
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
全
国
か
ら
の
一
三

四
〇
名
も
の
参
加
者
、
文
化
服
装
学
院
を
は

じ
め
様
々
な
お
立
場
の
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

有
馬
正
高
名
誉
院
長
は
、
日
本
重
症
心
身

障
害
学
会
理
事
長
と
し
て
小
林
提
樹
、
大
谷

藤
郎
両
先
生
の
後
を
受
け
三
十
年
間
第
一
線

に
立
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
ご
希
望

に
よ
り
ご
退
任
、
伊
東
宗
行
先
生
に
後
を
託

さ
れ
、
推
挙
さ
れ
て
名
誉
理
事
長
に
ご
就
任

な
さ
っ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
（
加
我
院
長
）

第
四
十
四
回

日
本
重
症
心
身
障
害
学
会
学
術
集
会

（
東
京
都
・
江
戸
川
区
）

今
回
、
大
会
長
を
務
め
た

岩
崎

裕
治

副
院
長

三
十
年
間
第
一
線
に
立
ち
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
日
本
重
症
心
身
障
害
学
会
理
事
長
を
ご
退

任
さ
れ
る有

馬

正
高

名
誉
院
長

加
我

牧
子

院
長

益
山

龍
雄

診
療
部
長

藤
野

孝
子

療
育
部
長

盛
り
上
が
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の

よ
う
す



平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日
と
二
十

九
日
に
日
本
重
症
心
身
障
害
学
会
学
術

集
会
が
東
京
の
船
堀
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
フ
ァ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し

ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
療
育
部
担

当
と
な
り
、
行
事
・
活
動
委
員
会
で
内

容
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。

モ
デ
ル
は
各
部
署
か
ら
一
名
ず
つ
選

出
し
ま
し
た
。
衣
装
の
制
作
を
お
願
い

し
た
文
化
服
装
学
院
が
洋
服
専
門
で
主

に
女
性
を
対
象
と
し
て
い
る
事
か
ら
女

性
が
四
名
、
男
性
一
名
の
構
成
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
の
希
望
の
衣
装
制
作
に

向
け
て
、
六
月
十
二
日
に
採
寸
、
七
月

十
一
日
に
仮
縫
い
、
九
月
四
日
に
試
着

を
行
い
ま
し
た
。
試
着
の
時
点
で
「
す

ご
い
」
「
素
晴
ら
し
い
」
と
感
嘆
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
二
階
南
病

棟
利
用
者
様
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、

モ
デ
ル
の
皆
様
が
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
に

上
が
っ
て
晴
れ
姿
を
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
人
の
頑
張
り
、
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
や
ご
家
族
の
支
え
、
文
化

服
装
学
院
関
係
者
の
熱
い
思
い
が
多
く

の
参
加
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

（
療
育
部
）

食材を食べやすくする方法の1つに「裏ごし」があります。
「裏ごし」とは、細かい網を張った器具を通して食材を細かくする調理法です。
食材を裏ごすと、硬い食物繊維が取り除けるだけでなく
● 押しつぶすことで、「切る」とは異なった滑らかな食感に仕上がります。
● 網目の大きさによって、いろいろな口当たりが楽しめます。
● 空気を含んで、食材がふっくらと仕上がります。

当センターのペースト粥は、60メッシュの網でこしています。
ミキサーで撹拌した後に粥を裏ごすと、少し空気を含んだペースト粥が出来上がります。

「うまくつぶれない・力がかかって疲れる」時は
→ 食材を軟らかめに仕上げます＝水分を多めに含ませます
→ ミキサーやクープにかけてから裏ごします

「網の洗浄が面倒」ですが、
→ ブラシを使ったり、湯で浸け置き洗いをします
→ 乾燥させる時は、火であぶり残った繊維を焼きおとします

手軽な金ザルの網を使って、「裏ごし」に挑戦してみてはいかがでしょうか？

～

第
四
十
四
回
日
本
重
症
心
身
障
害
学
会
学
術
集
会

～

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し
て

～ 給食の紹介（栄養科） ～

<< 「裏ごし」について >>

皆
さ
ん
と
記
念
撮
影

（
今
回
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
協
力
し
て
く
れ
た
利
用
者
さ
ん
と

ご
両
親
、
服
を
作
っ
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
）

裏ごしのようす




